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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

 

回次
第85期

第３四半期連結
累計期間

第86期
第３四半期連結

累計期間
第85期

会計期間

自平成25年
　４月１日
至平成25年
　12月31日

自平成26年
　４月１日
至平成26年
　12月31日

自平成25年
　４月１日
至平成26年
　３月31日

売上高 （千円） 63,599,653 67,781,747 82,855,829

経常利益 （千円） 3,150,577 3,034,224 4,016,265

四半期（当期）純利益 （千円） 1,799,449 1,505,756 1,925,741

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 3,887,647 3,348,563 4,682,771

純資産額 （千円） 40,753,786 43,056,647 40,957,333

総資産額 （千円） 78,021,517 80,663,100 77,208,458

１株当たり四半期（当期）純利益

金額
（円） 30.06 25.15 32.17

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額
（円） － － －

自己資本比率 （％） 46.2 47.1 46.5

 

回次
第85期

第３四半期連結
会計期間

第86期
第３四半期連結

会計期間

会計期間

自平成25年
　10月１日
至平成25年
　12月31日

自平成26年
　10月１日
至平成26年
　12月31日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 9.43 10.20

　（注）１　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

　　　　２　売上高には、消費税等は含まれておりません。

　　　　３　潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

　　　　４　当社は従業員株式所有制度を導入しております。当制度の導入に伴い、１株当たり四半期（当期）純利益金

額の算定に用いられた普通株式の期中平均株式数は、資産管理サービス信託銀行（信託Ｅ口）が所有する当

社株式の数を控除しております。
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２【事業の内容】

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営んでいる事業の内容につい

て、重要な変更はありません。

　また、主要な関係会社における異動は、次のとおりであります。

[コンパウンド]

　平成26年11月、ベトナム国にリケンベトナムカンパニーリミテッドを設立しております。

[フイルム]

　主要な関係会社の異動はありません。

[食品包材]

　主要な関係会社の異動はありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第３四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記

載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

２【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判

断したものであります。

 

（１）業績の状況

　当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、消費税率引き上げに伴う個人消費の落ち込みが回復せず、需

給ギャップの大きな改善も見られないことから景気回復に失速感が生まれました。海外では、米国経済は引き続き

好調を維持しておりますが、欧州は低調な経済から抜け出せず、地政学リスクも高まり、不安定な状況が続いてお

ります。中国の経済成長は鈍化しているものの、東南アジア地域では、政治的な不安定要素がある中、経済におい

ては好調を維持しております。一方、原油価格の大幅な変動が資源国の経済に深刻な影響を与える懸念もありま

す。

　産業別には、国内の自動車業界は、消費税率引き上げに伴う駆け込み需要の反動により落ち込んだ新車販売台数

の回復が見られず、厳しい状況が続きました。家電業界も、出荷台数が減少傾向にあり、本格的な回復には至って

おりません。建築・建材業界でも、消費税率引き上げに伴う駆け込み需要の反動により、新築住宅着工件数は減少

し、リフォーム市場も勢いを欠く状況となりました。海外においては、自動車業界は、北米では販売台数が伸び、

好調を維持しておりますが、アジアにおいては販売台数が伸び悩み、市場に減速がみられます。建築・建材業界

は、欧州では低迷が続くものの、北米では堅調に推移しております。

　このような厳しい環境を乗り切るため、当社グループは各市場へ迅速に対応すべくマーケットインの思想の下、

国内の営業体制を従来の製品別組織から市場別組織へと改組し、売上拡大に努めました。また、さらなるグローバ

ル化を推し進め、海外拠点を拡充し海外需要を確実に獲得する取り組みの一環としてベトナム国に生産子会社を設

立いたしました。

 

　以上の結果、売上高は67,781百万円（前年同四半期連結累計期間比（以下「前年同期比」）6.6％増）、営業利

益は2,643百万円(前年同期比9.6％減)、経常利益3,034百万円（前年同期比3.7％減）、四半期純利益は1,505百万

円（前年同期比16.3％減）となりました。

 

　セグメント別の業績は次のとおりであります。

［コンパウンド］

　国内のコンパウンド事業のうち、塩ビコンパウンドは建材市場においては、消費税率引き上げ後の受注の落ち込

みからの回復が見られず、厳しい状況が続きましたが、電材市場はインフラ関連の需要が堅調に推移し、自動車市

場は新車販売台数が伸び悩む中、当社の拡販活動が功を奏したことで売上は上伸し、全体的には前年並みで推移し

ました。エラストマーは、生活資材市場では売上は上伸しましたが、主力の自動車市場、建材市場で伸び悩み、売

上は前年並みで推移しました。収益面では原材料価格上昇分の製品価格転嫁が遅れ、厳しい状況が続きました。

　海外では各拠点で好調な電材市場、自動車市場を中心に売上を伸ばし増収、増益となりました。アジアでは、タ

イ国内で自動車市場減速が見られるものの、インドネシア現地法人においてインフラ関連の需要を取り込んだこと

に加え、医療市場が徐々に増量したことで堅調に推移しました。米国現地法人では、景気回復の続く自動車市場、

住宅市場を中心に売上が上伸し、好調に推移しました。

　その結果、売上高は46,095百万円（前年同期比10.4％増）、セグメント利益は2,980百万円(前年同期比0.7％増)

となりました。
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［フイルム］

　国内のフイルム事業は、主力の建装材市場においては、消費税率引き上げ後の落ち込みから住宅分野では回復の

兆しが出ているものの、在庫積み増しの調整が行われ、市場全体としては本格的な回復には至っておりません。リ

フォーム関連でも消極的な動きに留まり、全体的に売上は低迷しました。なお、商業施設などの非住宅関連は継続

して好調を維持し売上は上伸しました。電材市場では、車両用が引き続き堅調に推移しました。光学市場において

は、積極的な開発投資を行い、サンプル提出を開始、承認獲得活動を実施するも、売上への貢献には至っておりま

せん。

　海外向けは、主力の欧州向けは依然として厳しい状況が続きましたが、北米を始め、ロシア、中国向けが好調に

推移しました。

　収益面では、主力事業分野である建装材市場向け製品の生産合理化、効率化に加え、非住宅分野向けを中心とし

た高付加価値製品に注力した結果、改善しましたが、光学市場向け製品の売上が増加せず、開発費用が負担とな

り、全体としては大変厳しい状況が続きました。

　その結果、売上高は10,604百万円(前年同期比0.4％減)、セグメント損失は244百万円（前年同期は17百万円の利

益）となりました。

 

［食品包材］

　国内の食品包材事業は、主要販売先である小売りや外食産業向けの売上が消費税率引き上げや夏場の天候不順の

影響を受けて低調に推移したことに加えて、原材料価格高騰や円安による原価上昇分の販売価格転嫁が難航すると

いう大変厳しい状況が続きました。

　中国事業は中国企業の相次ぐ市場参入により、需給バランスが崩れ、品質による差別化が有効に機能せず、売

上、収益とも後退しました。

　その結果、売上高は8,327百万円(前年同期比7.8％減)、セグメント損失は14百万円（前年同期は53百万円の利

益）となりました。

 

（２）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。依然不

透明な経済環境の下、引続き効率的な生産体制の構築と固定費の削減等、収益確保に向け継続して取組んでまいり

ます。

 

（３）研究開発活動

　当第３四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、953百万円であります。

　なお、当第３四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 236,000,000

計 236,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数（株）

（平成26年12月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成27年2月10日）

上場金融商品取引所名又
は登録認可金融商品取引
業協会名

内容

普通株式 66,113,819 66,113,819
東京証券取引所

（市場第一部）

単元株式数

100株

計 66,113,819 66,113,819 ― ―

　（注）平成26年５月23日開催の取締役会決議により、平成26年７月１日付で単元株式数を1,000株から100株に変更して

おります。

 

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数

（千株）

発行済株式総
数残高

（千株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成26年10月１日～

平成26年12月31日
－ 66,113 － 8,514,018 － 6,532,977

 

（６）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、

記載することができないことから、直前の基準日（平成26年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしてお

ります。

 

①【発行済株式】

平成26年12月31日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 5,849,400 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 60,217,300 602,173 －

単元未満株式 普通株式    47,119 － －

発行済株式総数 66,113,819 － －

総株主の議決権 － 602,173 －

　（注）１　「完全議決権株式（その他）」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が2,000株含まれておりま

す。また、「議決権の数（個）」欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数20個が含まれてお

ります。

２　「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式93株が含まれております。

３　平成26年５月23日開催の取締役会決議により、平成26年７月１日付で単元株式数を1,000株から100株に変更

しております。

 

②【自己株式等】

平成26年12月31日現在
 

所有者の氏名又
は名称

所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有株
式数（株）

所有株式数の合
計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

リケンテクノス株

式会社

東京都中央区日本

橋本町三丁目11番

５号

5,849,400 385,900 6,235,300 9.43

計 － 5,849,400 385,900 6,235,300 9.43

（注）当社は、平成23年10月24日開催の取締役会において、「株式給付信託（従業員持株会処分型）」の導入を決議して

おり、平成24年３月14日付で自己株式591,000株を信託Ｅ口へ譲渡しております。なお、平成26年12月31日現在に

おいて信託Ｅ口が所有する当社株式368,900株は自己株式に含めて記載しております。

 

２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（平成26年10月１日から平

成26年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成26年４月１日から平成26年12月31日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度

(平成26年３月31日)
当第３四半期連結会計期間

(平成26年12月31日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 12,214,381 9,713,462

受取手形及び売掛金 22,378,660 ※２ 24,362,331

商品及び製品 6,314,774 6,435,497

仕掛品 456,076 625,164

原材料及び貯蔵品 4,092,395 4,891,547

繰延税金資産 370,742 385,875

その他 1,028,457 1,180,988

貸倒引当金 △187,405 △193,045

流動資産合計 46,668,083 47,401,821

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 7,175,331 7,786,665

機械装置及び運搬具（純額） 7,477,688 8,286,027

土地 6,504,777 6,559,227

リース資産（純額） 138,604 77,683

建設仮勘定 1,021,157 572,698

その他（純額） 455,480 461,873

有形固定資産合計 22,773,040 23,744,175

無形固定資産   

のれん 1,160,408 1,022,119

リース資産 10,881 11,793

その他 1,248,621 1,742,371

無形固定資産合計 2,419,912 2,776,284

投資その他の資産   

投資有価証券 4,292,479 5,254,150

長期貸付金 18,978 14,897

繰延税金資産 179,987 223,332

退職給付に係る資産 17,017 274,368

その他 841,840 978,600

貸倒引当金 △2,882 △4,532

投資その他の資産合計 5,347,421 6,740,818

固定資産合計 30,540,374 33,261,278

資産合計 77,208,458 80,663,100
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度

(平成26年３月31日)
当第３四半期連結会計期間

(平成26年12月31日)

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 16,733,099 ※２ 18,680,038

短期借入金 ※３ 7,201,123 ※３ 6,746,649

1年内返済予定の長期借入金 348,229 1,427,078

リース債務 92,195 55,710

未払法人税等 606,748 239,043

賞与引当金 618,931 317,189

役員賞与引当金 27,000 21,900

その他 2,893,450 2,600,466

流動負債合計 28,520,778 30,088,077

固定負債   

長期借入金 3,032,439 2,287,664

リース債務 64,501 41,819

繰延税金負債 1,410,361 1,906,270

退職給付に係る負債 2,875,938 2,961,536

資産除去債務 260,708 263,617

その他 86,396 57,467

固定負債合計 7,730,346 7,518,375

負債合計 36,251,124 37,606,453

純資産の部   

株主資本   

資本金 8,514,018 8,514,018

資本剰余金 6,537,420 6,544,285

利益剰余金 21,736,639 22,758,556

自己株式 △1,974,742 △1,962,755

株主資本合計 34,813,336 35,854,105

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 1,447,423 2,090,460

為替換算調整勘定 200,091 554,298

退職給付に係る調整累計額 △590,856 △512,658

その他の包括利益累計額合計 1,056,658 2,132,099

少数株主持分 5,087,338 5,070,442

純資産合計 40,957,333 43,056,647

負債純資産合計 77,208,458 80,663,100

 

EDINET提出書類

リケンテクノス株式会社(E00838)

四半期報告書

10/20



（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第３四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年12月31日)

売上高 63,599,653 67,781,747

売上原価 53,446,462 57,486,350

売上総利益 10,153,190 10,295,397

販売費及び一般管理費 7,227,762 7,651,613

営業利益 2,925,428 2,643,784

営業外収益   

受取利息 26,208 23,701

受取配当金 113,152 106,917

為替差益 67,073 206,088

その他 105,922 151,076

営業外収益合計 312,356 487,784

営業外費用   

支払利息 63,217 73,445

その他 23,989 23,898

営業外費用合計 87,207 97,344

経常利益 3,150,577 3,034,224

特別利益   

固定資産売却益 3,130 16,020

投資有価証券売却益 5 800

受取保険金 527,222 －

特別利益合計 530,359 16,820

特別損失   

固定資産売却損 412 6,828

固定資産除却損 16,678 55,473

ゴルフ会員権評価損 2,550 6,315

特別損失合計 19,640 68,616

税金等調整前四半期純利益 3,661,296 2,982,427

法人税等 1,126,326 938,452

少数株主損益調整前四半期純利益 2,534,970 2,043,974

少数株主利益 735,520 538,217

四半期純利益 1,799,449 1,505,756
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第３四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年12月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益 2,534,970 2,043,974

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 348,036 643,036

為替換算調整勘定 1,004,641 583,355

退職給付に係る調整額 － 78,197

その他の包括利益合計 1,352,677 1,304,589

四半期包括利益 3,887,647 3,348,563

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 2,788,514 2,581,197

少数株主に係る四半期包括利益 1,099,133 767,365
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【注記事項】

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更）

（連結の範囲の重要な変更）

　リケンテクノスインターナショナルプライベートリミテッドを第１四半期連結会計期間より、リケンテクノス

インターナショナルベトナムカンパニーリミテッド、リケンテクノスインターナショナルタイランドカンパニー

リミテッド、リケンベトナムカンパニーリミテッドを当第３四半期連結会計期間より新たに設立したため、連結

の範囲に含めております。

 

（会計方針の変更）

（退職給付に関する会計基準等の適用）

　「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号 平成24年５月17日。以下「退職給付会計基準」とい

う。）及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第25号 平成24年５月17日。以下

「退職給付適用指針」という。）を退職給付会計基準第35項本文及び退職給付適用指針第67項本文に掲げられた

定めについて第１四半期連結会計期間より適用し、退職給付債務及び勤務費用の計算方法を見直し、退職給付見

込額の期間帰属方法を期間定額基準から給付算定式基準へ変更するとともに、割引率の決定方法を従業員の平均

残存勤務期間に近似した年数を基礎とする方法から、退職給付の支払見込期間及び支払期間ごとの金額を反映し

た単一の加重平均割引率を基礎とする方法へ変更しております。

　退職給付会計基準の適用については、退職給付会計基準第37項に定める経過的な取扱いに従って、当第３四半

期連結累計期間の期首において、退職給付債務及び勤務費用の計算方法並びに割引率の決定方法の変更に伴う影

響額を利益剰余金に加減しております。

　この結果、当第３四半期連結累計期間の期首の退職給付に係る資産が133,441千円、退職給付に係る負債が

22,263千円増加し、利益剰余金が63,139千円増加しております。

　なお、当第３四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益に与える影響は軽微で

あります。

 

（従業員等に信託を通じて自社の株式を交付する取引に関する実務上の取扱いの適用）

　「従業員等に信託を通じて自社の株式を交付する取引に関する実務上の取扱い」（実務対応報告第30号 平成

25年12月25日）を第１四半期連結会計期間より適用しております。

　なお、適用初年度の期首より前に締結された信託契約に係る会計処理については、同実務対応報告の方法によ

らず、従来採用していた方法を継続しております。そのため、四半期連結財務諸表への影響はありません。

 

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

（税金費用の計算）

　当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合

理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

　ただし、当該見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合には、法定実効

税率を使用する方法によっております。
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（追加情報）

（従業員等に信託を通じて自社の株式を交付する取引）

　当社は、従業員への福利厚生を目的として、従業員持株会に信託を通じて自社の株式を交付する取引を行なっ

ております。

（１）取引の概要

　「リケンテクノス従業員投資会」（以下、「持株会」といいます。）に加入する全ての従業員を対象に、

当社株式の株価上昇メリットを還元するインセンティブ・プランです。

　持株会が取得する見込の当社の当社株式を、本制度の受託者である信託銀行が予め一括して取得し、持株

会の株式取得に際して当社株式を売却していきます。

　信託終了時までに、信託銀行が持株会への売却を通じて本信託の信託財産内に株式売却益相当額が累積し

た場合には、それを残余資産として受益者適格要件を充足する当社従業員持株会会員に分配します。

　また当社は、信託銀行が当社株式を取得するための借入に対し保証をしているため、信託終了時点におい

て当社株価の下落により当該株式売却損相当の借入残債がある場合には、保証契約に基づき当社が当該残債

を弁済することとなります。

 

（２）会計処理の方法

　「従業員等に信託を通じて自社の株式を交付する取引に関する実務上の取扱い」（実務対応報告第30号

平成25年12月25日）第20項を適用し、従来採用していた方法を継続しております。

 

（３）信託が保有する自社の株式に関する事項

　信託が保有する当社株式の信託における帳簿価額は、前連結会計年度129,686千円、当第３四半期連結会

計期間116,432千円であり、株主資本において自己株式として計上しております。

　また、当該株式の期末株式数は、前連結会計年度411千株、当第３四半期連結会計期間368千株、期中平均

株式数は、前第３四半期連結累計期間443千株、当第３四半期連結累計期間392千株であり、１株当たり情報

の算出上、控除する自己株式に含めております。
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（四半期連結貸借対照表関係）

１ 受取手形裏書譲渡高

 
前連結会計年度

（平成26年３月31日）
当第３四半期連結会計期間
（平成26年12月31日）

受取手形裏書譲渡高 47,155千円 49,997千円

 

 ※２　四半期連結会計期間末日満期手形

　四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、四半期連結会計期間末日が金融機関の休日の場合、満期日

に決済が行われたものとして処理しております。

　当四半期連結会計期間末日満期手形の金額は、次のとおりであります。

 
前連結会計年度

（平成26年３月31日）
当第３四半期連結会計期間
（平成26年12月31日）

受取手形 －千円 768,832千円

支払手形 － 6,810

 

※３　当座貸越契約及び借入未実行残高

　提出会社及び国内連結子会社は、設備資金の効率的な調達を行なうため取引銀行との間に当座貸越契約を締結してお

ります。

　借入未実行残高は以下のとおりであります。

 
前連結会計年度

（平成26年３月31日）
当第３四半期連結会計期間
（平成26年12月31日）

当座貸越極度額の総額 7,930,000千円 7,930,000千円

借入実行残高 4,295,000 4,295,000

差引額 3,635,000 3,635,000

 

（四半期連結損益計算書関係）

　該当事項はありません。

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

 当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半期連

結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却額は、次のとおり

であります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自 平成25年４月１日
至 平成25年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自 平成26年４月１日
至 平成26年12月31日）

減価償却費 1,885,363千円 2,137,735千円

のれんの償却額 202,017 203,288
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自平成25年４月１日　至平成25年12月31日）

配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年6月21日

定時株主総会
普通株式 299,248 5 平成25年3月31日 平成25年6月24日 利益剰余金

（注）配当金総額には、信託Ｅ口に対する配当金2,360千円を含めておりません。これは、信託Ｅ口が所有する当社株式

を自己株式と認識しているためであります。

 

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年11月11日

取締役会
普通株式 239,465 4 平成25年9月30日 平成25年12月3日 利益剰余金

（注）配当金総額には、信託Ｅ口に対する配当金1,732千円を含めておりません。これは、信託Ｅ口が所有する当社株式

を自己株式と認識しているためであります。

 

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自平成26年４月１日　至平成26年12月31日）

配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年6月20日

定時株主総会
普通株式 299,278 5 平成26年3月31日 平成26年6月23日 利益剰余金

（注）配当金総額には、信託Ｅ口に対する配当金2,055千円を含めておりません。これは、信託Ｅ口が所有する当社株式

を自己株式と認識しているためであります。

 

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年11月10日

取締役会
普通株式 239,513 4 平成26年9月30日 平成26年12月3日 利益剰余金

（注）配当金総額には、信託Ｅ口に対する配当金1,543千円を含めておりません。これは、信託Ｅ口が所有する当社株式

を自己株式と認識しているためであります。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自平成25年４月１日　至平成25年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

       （単位：千円）

 報告セグメント
その他

（注）１
合計

調整額

（注）２

四半期連結

損益計算書

計上額

（注）３
 コンパウンド フイルム 食品包材 計

売上高         

(1）外部顧客への売上高 41,771,077 10,641,700 9,027,358 61,440,136 2,159,517 63,599,653 － 63,599,653

(2）セグメント間の内部

売上高又は振替高
182,222 － 1,364 183,586 302,363 485,949 (485,949) －

計 41,953,299 10,641,700 9,028,722 61,623,722 2,461,880 64,085,602 (485,949) 63,599,653

セグメント利益又は

セグメント損失（△）
2,958,310 17,634 53,465 3,029,411 △96,697 2,932,714 (7,286) 2,925,428

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、合成樹脂成型品及び電線

の製造・販売、また商品の仕入・販売であります。

　　　２．セグメント利益又はセグメント損失の調整額は、セグメント間取引消去△7,286千円であります。

　　　３．セグメント利益又はセグメント損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。
 

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自平成26年４月１日　至平成26年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

       （単位：千円）

 報告セグメント

その他

（注）１
合計

調整額

（注）２

四半期連結

損益計算書

計上額

（注）３
 コンパウンド フイルム 食品包材 計

売上高         

(1）外部顧客への売上高 46,095,111 10,604,449 8,327,346 65,026,907 2,754,840 67,781,747 － 67,781,747

(2）セグメント間の内部

売上高又は振替高
183,874 － － 183,874 551,734 735,609 (735,609) －

計 46,278,985 10,604,449 8,327,346 65,210,782 3,306,574 68,517,356 (735,609) 67,781,747

セグメント利益又は

セグメント損失（△）
2,980,080 △244,275 △14,088 2,721,716 59,107 2,780,823 (137,039) 2,643,784

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、合成樹脂成型品及び電線

の製造・販売、また商品の仕入・販売であります。

　　　２．セグメント利益又はセグメント損失の調整額は、セグメント間取引消去△137,039千円であります。

　　　３．セグメント利益又はセグメント損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。
 

３．報告セグメントの変更等に関する事項

　「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号 平成24年５月17日。以下「退職給付会計基準」

という。）及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第25号 平成24年５月

17日。以下「退職給付適用指針」という。）を退職給付会計基準第35項本文及び退職給付適用指針第67項

本文に掲げられた定めについて第１四半期連結会計期間より適用し、退職給付債務及び勤務費用の計算方

法を見直し、退職給付見込額の期間帰属方法を期間定額基準から給付算定式基準へ変更するとともに、割

引率の決定方法を従業員の平均残存勤務期間に近似した年数を基礎とする方法から、退職給付の支払見込

期間及び支払期間ごとの金額を反映した単一の加重平均割引率を基礎とする方法へ変更しております。

　なお、当第３四半期連結累計期間のセグメント利益又は損失に与える影響は軽微であります。
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（企業結合等関係）

　該当事項はありません。

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自　平成25年４月１日
至　平成25年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成26年４月１日
至　平成26年12月31日）

１株当たり四半期純利益金額 30円6銭 25円15銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額（千円） 1,799,449 1,505,756

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 1,799,449 1,505,756

普通株式の期中平均株式数（千株） 59,862 59,872

　（注）１．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２．信託Ｅ口が所有する当社株式については、四半期連結財務諸表において自己株式と認識しているため、１株

当たり四半期純利益金額の算定に用いられた普通株式の期中平均株式数は、当該株式の数を控除しておりま

す。

 

 

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

２【その他】

　平成26年11月10日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

　（イ）中間配当による配当金の総額……………………239,513千円

　（ロ）１株当たりの金額…………………………………４円00銭

　（ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日…………平成26年12月３日

　（注１）平成26年９月30日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行います。

（注２）配当金総額には、信託Ｅ口に対する配当金1,543千円を含めておりません。これは、信託Ｅ口が所有する

当社株式を自己株式と認識しているためであります。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成27年２月10日

リケンテクノス株式会社

取締役会　御中

 

新日本有限責任監査法人

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 山﨑　隆浩　　印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 賀谷　浩志　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているリケンテクノス

株式会社の平成26年４月１日から平成27年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成26年10月１日か

ら平成26年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成26年４月１日から平成26年12月31日まで）に係る四半期連

結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四

半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、リケンテクノス株式会社及び連結子会社の平成26年12月31日現在の財

政状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべて

の重要な点において認められなかった。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

　（注）　１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社が別途保

管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれておりません。
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